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 昨年 7 月の安倍晋三元総理銃撃事件から

一年が過ぎました。この事件をきっかけに、

旧統一協会の問題が報道されるようになり

ました。旧統一協会の教祖は 2012 年に亡

くなった文鮮明氏です。この人は自らを再

臨のキリストであると名乗っていました。

「再臨」とは、イエス・キリストがもう一度

この地上に戻って来られるという聖書の大

切な教えです。クリスマスを「初臨」と呼ぶ

ことがありますが、イエス様はもう一度来

られる（再臨）というのが聖書の約束であ

り、クリスチャンはその日を待ち望みます。

その再臨によってこの世に終わりが来るの

ですが、今から約2000年前、イエス様はこ

の世が終わる時のしるしについて弟子たち

から尋ねられた際に、次のように答えられ

ました。「人に惑わされないように気をつけ

なさい。わたしの名を名乗る者が大勢現れ、

『私こそキリストだ』と言って、多くの人

を惑わします。」これに続いて、イエス様は

戦争や戦争の噂、民族対立や国同士の対立、

飢饉や地震が起こると教えられました。た

だし、それですぐに終わりが来るのではな

く、「これらはすべて産みの苦しみの始まり」

と言われました。今あげたような事は、こ

れまで起こってきましたし、今も起こって

います。その点で、世の終わりが近づいて

いることを思わされます。ただ、ここで注

目したいのは、キリストの名を名乗る者が

大勢現れることをイエス様が預言しておら

れたことです。まさに今このことが起こり、

惑わされる人が大勢出ています。そして、

社会問題を引き起こし、それをきっかけに

あってはならない銃撃事件が起こりました。 

 聖書は、創世記において天地万物の始ま

りを記しました。「始まった」ものは、当然

ですが「終わり」が来ます。この世界は未来

永劫続くわけではなく、必ず終わりが来ま

す。ただ、その終わりがいつなのかは誰に

も分かりません。その昔ノストラダムスの

「人に惑わされないように気をつけなさ

い。わたしの名を名乗る者が大勢現れ、『私

こそキリストだ』と言って、多くの人を惑

わします。」【マタイの福音書 24 章 4-5節】 



大予言というのが流行りました。「何年何月

何日にこの世は終わる」という予言をする

人は後を断ちません。しかし、このことに

ついてもイエス様は次のように教えられま

した。「ただし、その日、その時がいつなの

かは、だれも知りません。天の御使いたち

も子も知りません。ただ父だけが知ってお

られます。」（マタイ24:36）つまり、いつ世

の終わりが来るのかは父なる神様以外は誰

も知らないのです。それにも関わらず、そ

の日を当てようとしたり、予言したりする

者たちが現れ続けるわけですが、どれも全

て嘘ですから耳を傾ける必要はありません。

イエス様は再臨について次のように表現さ

れました。「泥棒が夜の何時に来るかを知っ

ていたら、家の主人は目を覚ましているで

しょうし、自分の家に穴を開けられること

はないでしょう。ですから、あなたがたも

用心していなさい。人の子は思いがけない

時に来るのです。」（マタイ24:43-44）「人の

子」とはイエス様のことですが、イエス様

はご自分がもう一度戻って来られる日を泥

棒が来ることに喩えられました。確かに泥

棒がいつ来るのかは誰も知りません。その

ようにイエス様もいつ戻って来られるのか

分からないのだから、いつ戻ってきても良

いように備えておきなさい、と教えられま

した。 

今回は旧統一協会の問題をきっかけにイ

エス様の再臨の教えについて考えました。

イエス様の再臨は秘密裏には来ず、誰もが

わかる形で来るというのが聖書の教えです。

ですから、再臨のキリストを名乗る人はこ

れからも出てきますが、決して惑わされて

はいけません。むしろ、イエス様の教え通

りのことが起こっていると言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～集会案内～ 

〇日曜日：礼拝10:30～12:00（予定）  教会学校9:30～10:10（子ども科、成人科） 

〇水曜日：聖書研究祈祷会 昼10:30～12:00  夜19:30～21:00 

〇第2火曜日：ユニケの会 9:00～12:00（子育てなどをしている方のための集い） 

★サクサクチャンネル（YouTube）もぜひご覧ください。教会の HPから見ることができます。 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人やモル

モン教、旧統一協会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

 

◆牧師のコラム 

今回は世の終わりに関する聖書の教えを取

り上げました。始まったものに終わりが来

るというのは当然です。では、それまでどの

ように生きるのか、ということが次の課題

です。終わりが来るからといって、極端な行

動に出ることは間違っています。突然仕事

を辞めたり、何か極端な行動に出る必要は

ありません。宗教改革者マルティン・ルター

は「明日世界が終わるとしても、わたしは今

日、リンゴの木を植える」と言いました。こ

れはいつも通り生きるということを表現し

ているのでしょう。クリスチャンはイエス

様の再臨を待ち望みますが、同時に、今日置

かれている場所でイエス様のように生きる

ことを目指していきます。 


